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は し が き

　家庭裁判所調査官として勤務していた際、数多くの面会交流事案にかか

わってきましたが、離婚関連問題の中でも、面会交流は特に紛争が激化しや

すく、調停が長引いたり、挙句の果ては審判に移行してしまったりと、残念

な結果に終わってしまうことがありました。さらには、大変な思いをして合

意した面会交流が、合意後間もなく実施されなくなり、すぐに履行勧告が申

し出られたりと、無力感を感じることもありました。単に、子どもと親が会っ

たり、交流したりするだけのことが、今や大変難しくなってきていることを

実感すると同時に、「紛争が高まる前（＝早期）」に、「継続可能な（＝子の福

祉に資する）内容」で合意する重要性についても痛感しました。

　面会交流調停の事件数は年々増加しており、弁護士であるみなさんも代理

人として面会交流事件に携わることが増えたことと思います。しかし、面会

交流は、上述のように困難事例化しやすいうえに、婚姻費用や養育費におけ

る算定表のような「基準」がありません。また、ご自身の身近にお子さんが

いない場合、親子がどのようなことをして時間を過ごすのか、イメージでき

なかったりするのではないでしょうか。そのため、面会交流事案を受任した

けれど、相手との交渉をどのように進めてよいかイメージが湧かないとか、

同居親から「会わせない」と言われてすぐに調停を申し立てたが、調停が長

期化して困ったという経験をされた方もいるのではないでしょうか。

　本書は、多くの面会交流調停に立会してきた筆者が、面会交流事案は子の

福祉に即した内容で早期解決するのが望ましいという考えを大前提に、その

ために必要な交渉の方法について提案しています。面会交流の具体的な案

や、典型的な困難事例もふんだんに紹介していますので、実際に事案を受任

した際のイメージをもって、読み進めていただけるのではないかと思います。

　筆者が本書を執筆する機会をいただけたのは、家庭裁判所調査官として経

験や知識を蓄積することができたからです。最後になりましたが、家庭裁判

所調査官時代にお世話になった上司や先輩方、悩みを共有してくれた同僚た
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ち、何より、これまでかかわらせていただいた親御さんや子どもたちに、心

より感謝したいと思います。本書が面会交流事案の早期解決に役立ち、温か

な雰囲気の中、穏やかな気持ちで会える親子が増えることにつながれば、こ

れに勝る喜びはありません。

　平成２９年１１月

著 者　小　泉　道　子
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Ⅰ　早期解決が望ましい理由

代理人お役立ちポイント！

　本章では、なぜ面会交流は早期解決が望ましいのかについてご説明し

ます。「面会交流調停に １年もかかってしまった」という事態にならな

いように、面会交流事案の早期解決の必要性についてご理解いただけれ

ばと思います。

１ 　長期化によるデメリット

・面会交流に限らず、離婚条件に関する争いは、早期解決が望ましいの

はいうまでもありません

・しかし、面会交流は、その中でも特に早い段階での解決が求められる

案件だといえます。なぜなら、面会交流は、養育費や財産分与といっ

たお金の問題と違い、人の心が大きく関係しているからです。

⑴　父母の高葛藤化
　面会交流の調停や審判に立ち会っていて感じたのは、当事者双方の感情の

対立が激しいことです。たとえば、養育費や婚姻費用といったお金の問題で

あれば、調停の回数を重ねるごとに、当事者双方の納得や諦めもあり、最終

的には算定表に近い金額に収れんしていくことが多いものです。

　しかし、面会交流事件は、調停が長引けば長引くほど、同居親の拒否の姿

勢が頑なになったり、「面会交流ができない理由」がどんどん増えていった

りします。また、なかなか会うことができない別居親がしびれを切らし、親

権を要求してきたり、子どもの学校の前で待ち伏せするなど、実力行使に出

てしまったりします。こうなると、「子の福祉」はどこかに飛んでいってし



13

Ⅰ　早期解決が望ましい理由
PPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPP

まい、父母の戦いが始まります。そのため、面会交流は、父母の葛藤が高ま

らないうちに解決してしまうのが望ましいのです。

⑵　子どもの負担の増加
　解決までの時間が長くなると、上述のように父母間の葛藤が増すことにな

り、子どもがその葛藤にさらされることになります。父母の別居により、せっ

かく夫婦げんかを見聞きしなくてよくなったと思いきや、また紛争に巻き込

まれることにもなりかねません。たとえば、調停から帰宅した同居親から別

居親の悪口を聞かされたりします。また、電話口で争っている父母のけんか

を聞いてしまうかもしれません。そのような直接的な影響がなかったとして

も、長引く協議に疲れた同居親の様子を子どもは敏感に感じ取り、「面会交

流＝同居親を疲れさせるもの」とインプットしてしまったりするのです。

　また、子どもなりに、親の状況や気持ちを理解しようとしますので、「会

いたい」とか「会いたくない」という純粋な自分の気持ちを表明しづらくな

ります。さらには、別居親と会っていない期間が長くなると、それだけで面

会交流が気まずいものになってしまいます。子どもは、父母の葛藤を知って

いながら、長い間会っていない別居親と面会交流をしなければならないわけ

ですから、精神的には大きな負担となります。

⑶　離婚そのものや他の離婚条件への影響
　面会交流が合意できないために、離婚そのものや他の離婚条件に影響を及

ぼすことがあるので要注意です。

ア　離婚そのものへの影響

　本当は親権者になりたいけれど、諸事情により難しいと思われる別居親

が、親権を諦める条件として、面会交流を求めることがあります。このよう

な主張は、決して珍しくありませんし、子どもと離れて暮らすことになる親

の心情として、とても理解できるところです。

　しかし、このような場合に面会交流に関する主張が食い違うと、別居親は

「ちゃんと会える保証がないなら、親権は諦めない」と主張することになり

ます。親権者が決まらなくなると、ひいては離婚そのものが合意できなく
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なってしまいます。財産分与や他の条件では合意できているけれども、面会

交流の方法が決まらないために離婚を合意できないのはあまりにも残念です。

イ　養育費や婚姻費用との関係

　面会交流と養育費は、本来的には何ら関係はありません。しかし、面会交

流と養育費は、往々にして「バーター」としてとらえられます。そのため、

「子どもに会わせてくれないなら、養育費を支払わない」と関連づけて主張

されることが少なくありません。せっかく養育費や婚姻費用を支払っていた

別居親が面会交流をさせてもらえないために支払いを止めてしまうなど、新

たな紛争の種を生むことになりかねません。

２ 　調停前の交渉段階での合意がベスト

・早期解決のためには、調停前の交渉段階で合意できるのがベストです。

・面会交流調停事件は、養育費や婚姻費用といった案件に比べ、調停終

結までの期間が次のような理由で長期化する傾向にあります。

⑴　調停合意をめざす風潮
　面会交流は、審判で結論を出したとしても、同居親が応じてくれなければ

絵に描いた餅になりかねません。審判結果どおりの面会交流が実施されない

場合、別居親には間接強制の手続をとる道が残されていますが、実際に子ど

もを育てている同居親が経済的にひっ迫しては元も子もありません。また、

同居親がさらに感情を悪化させ、子どもとの面会交流が遠のく結果にもなり

かねません。そのため、裁判官としても、何とか当事者双方の合意を引き出

したいと考えるため、調停期日を重ねがちです。

⑵　裁判所内外での試行的面会交流の実施
　試行的面会交流は、問題点の洗い出しや本番に向けての「お試し」など、

さまざまなニーズで行われます。家裁調査官の調査という形で試行的面会交
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流を実施する場合、児童室の確保や家裁調査官の予定を合わせる必要もある

ため、試行が １か月以上先、次回期日は ３か月先、といったことも十分考え

られます。また、期日間に家庭裁判所外で面会交流を実施する場合も、当事

者双方や子どもの予定を合わせる必要があるため、多くは ２か月程度先に次

回期日が設定されます。

⑶　他の事件が優先されがちという事情
　面会交流が単独で申し立てられることもありますが、別居している夫婦が

「離婚」「婚姻費用」「面会交流」の三事件について同期日で協議するパター

ンが考えられます。この場合、同居親と子どもの生活費を確保するため、婚

姻費用の協議が優先されがちです。そして、婚姻費用調停が成立したとたん、

同居親が調停に出席しなくなってしまったりするのです。

　また、この三つの事件に「監護者の指定」が加わることもあります。この

場合、同居親が連れ去りの危険などを主張し、「監護者が決まるまで、面会

交流はさせられない」などと言ったりします。そうなると、やむなく監護者

に関する協議を優先せざるを得なくなり、面会交流についての協議が進まな

くなってしまいます。

３ 　小　括

　以上のような理由により、面会交流案件は早期の解決が望ましいと考えま

す。特に、調停になってしまうと、協議の長期化が予想されますので、でき

れば調停前の交渉段階で合意できるのがベストです。

　離婚調停に出席していると、調停期日を重ねるごとに、自分の考えが明確

になっていく当事者もいました。また、あえてじっくりと話し合いを進める

ことで、自分自身を納得させているような人もいました。そのため、すべて

の案件について、早期解決が望ましいわけではないと思います。しかし、面

会交流は、「親と子どもが会う」という本来的には当たり前の行為が中断し

てしまっており、その再開をめざすという点で、他の案件とは異なる性格を

有するのだと思います。





第６章
拒否事例に学ぶ 

早期解決のための交渉術
１ 

――同居親の拒否――

Ⅰ　合理的理由のない拒否

Ⅱ　別居親の問題行動を理由にする拒否

Ⅲ　子どもの事情を理由にする拒否

Ⅳ　その他
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Ⅰ　合理的理由のない拒否

代理人お役立ちポイント！

　同居親が面会交流を拒否する理由は本当にさまざまですが、中には合

理的理由のない拒否も散見されます。確かに、離婚理由が別居親にあっ

た場合、同居親にとっては、合理的理由のある拒否なのかもしれません。

しかし、別居親が諦めてくれなかった場合、次にあげるような理由は、

禁止・制限事由にあたらず、会わせる方向での解決を図ることになりま

す。次は、その解決のために押さえておきたいポイントについて提案し

ます。

１ 　別居親の不貞などに対する懲罰的拒否

・別居親に不貞や借金問題などの離婚原因がある場合、同居親としては

別居親を憎む気持ちや責める気持ちが大きいものです。しかも、思っ

ているほど慰謝料や財産分与をもらえなかったりと、離婚をしても報

われなかったり、やりきれなかったりします。

・そのような場合、別居親から面会交流を求められたとしても、「〇〇

（不貞や借金など）してたくせに、子どもと会えると思ったら大間違い」

ということになり、懲罰的拒否につながります。
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事例 1　�

　　　　　　　　　 母：３５歳　　 父：４５歳、長女：１２歳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二女： ５歳

　　� 　

　父母は母の不貞行為が原因で離婚。父は、自分より年下である母が若い男

性と不貞行為に及んだことが許せず、母に対する拒否感情が強い。母は、子

どもらとの面会交流を求めているが、父は「浮気しておいて、子どもに会い

たいなんて図々しい」と面会交流に応じる気持ちはさらさらない。

　�

⑴　別居親の代理人が押さえておきたいポイント
　同居親が懲罰的な意味合いで面会交流を拒否している場合、「面会交流は

別居親の権利」とか、「会わせてもらって当然」という態度で主張すると、

同居親が拒否を強める結果になりかねません。そのうえで、以下の点を押さ

えておきましょう。

ア　具体的で説得力のある主張のための聴取

　第 ４章でお伝えしたとおり、具体的で説得力のある主張とするためには、

別居親から同居当時の親子関係について聴取することが欠かせませんが、こ

の事例では、特に重要です。なぜなら、この事例の特徴は、別居親が母であ

り、子どもら二人も女児だからです。同居当時の様子を詳細に聞けば、母と

子どもらの密な関係が浮かび上がってくることと思います。

　また、長女の年齢が比較的高いことから、生活状況についての聴取も必要

です。そのうえで、子どもらの生活を邪魔しないような形での面会交流の頻

度や内容を提案するとよいでしょう。





第７章
拒否事例に学ぶ 

早期解決のための交渉術
２ 

――子どもの拒否――

Ⅰ　別居親が原因の拒否

Ⅱ　父母の紛争に関連した拒否

Ⅲ　その他
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Ⅰ　別居親が原因の拒否

代理人お役立ちポイント！

　子どもは、本来大好きなはずの親との面会交流をやみくもに拒否した

りはしません。子どもの拒否の原因が別居親の言動にある場合、その言

動の不適切さや子どもの傷つきの程度によっては、禁止・制限事由にあ

たることがあります。その見極めが最大のポイントです。

１ 　同居当時の関係性を理由とする拒否

・同居当時から別居親との関係が良好でない場合、当然ですが、別居後

も会いたいという気持ちは湧いてきません。

・明らかな虐待行為があった場合はもちろんですが、高圧的な親や教育

熱心すぎる親も嫌がられる傾向にあります。親は「指導的」で、「教

育熱心」なつもりでも、子どもにとっては「恐怖」や「教育虐待」だっ

たかもしれないからです。

・遊んでもらって楽しかった思い出がない子どもも拒否しがちです。年

齢が上がるほどこの傾向は高まり、「遊んでもおもしろくない親と遊

ぶより、友人と楽しく過ごしたほうがいい」ということになるようで

す。
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事例12�

　　　　　　　　　父：３５歳　　　母：３８歳、長男：１０歳

　� 　

　父は、自分が学歴に劣等感があったことから、長男には同じ思いはさせた

くないと考えていた。そのため、長男が小学生になってからは、毎朝 ５時か

ら勉強をさせた。勉強中、長男が同じ問題を間違えたりすると、声を荒げて

怒ったり、時には叩くこともあった。また、テストの点数が悪いと「お前は

どうしようもないバカだな」とか、「あんなに勉強しているのに脳みそがない

のか」ときつい言葉で長男を罵った。長男は、父がいるといつも緊張し、自

由に振る舞うことができなかった。父母の離婚後、母から「お父さんが会い

たがっている」と聞かされたが、長男は会う気持ちになれなかった。母は、

父に「子どもが嫌がっているから会わせられない」と伝えたが、父は長男へ

の思いを諦められなかった。

�

⑴　別居親の代理人が押さえておきたいポイント
　教育虐待とも思われる事例が増えていますが、虐待なのか、教育なのか、

判断が難しいところがあります。ただ、重要なのは、虐待かどうかという客

観的な判断ではなく、子どもがどう感じていたかを認識することです。同居

親からの情報も含め、同居当時の別居親と子どもの関係を正しく理解し、そ

のうえで、親子関係を改善していけるような段階的な面会交流を提案するこ

とが求められます。

ア　同居当時の父子関係を客観的に把握する

　同居当時の父子関係について、別居親から詳細に聴取するとともに、同居

親の主張もあわせて検討します。この事例の父は、「悪いことをした」とい
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う認識がないと思われるので、「いつも勉強を教えてやっていた」とか、「子

どもも頑張ってついてきていた」などとプラスの見方しかしていないかもし

れません。その父の行為を子どもはどう思っていたのか、母からの情報提供

が必須です。

イ　父子関係が良好な部分に注目し、面会交流につなげる

　この事例のような場合、長男の拒否も理解できるところであり、長男の年

齢を考えると、無理強いもできません。しかし、父子関係の良好だった部分

をヒントに、面会交流の方法を探っていくことができるかもしれません。た

とえば、サッカー観戦という共通の趣味があり、そのときばかりは長男も喜

んで父と出かけていたとか、母という仲裁役がいれば、安心して父と触れ合っ

ていた、ということが出てくるかもしれません。そのうえで、まずは、間接

的な面会交流や、ごく限られた形での面会交流を提案していくことになりま

す。

ウ　別居親に子どもの福祉の視点をもってもらう

　父としては、子どもが自分を拒否することなど信じられず、会いたい気持

ちが抑えられないかもしれません。しかし、性急な要求は、父子関係を修復

不可能なまでに悪化させ、将来の望みを絶ってしまうことにもなりかねませ

ん。父に対し、別居親の「会う権利」だけではなく、子どもの福祉の観点も

重要であることを理解してもらう必要があります。

⑵　同居親の代理人が押さえておきたいポイント
　まずは、代理人自身が子どもの気持ちや同居当時の別居親の言動を正確に

把握することが必要です。そのうえで、子どもの拒否の原因となっている別

居親の言動が、面会交流を禁止・制限する事由にあたるかどうかを考えなけ

ればなりません。ただ、子どもの拒否がもっともだったとしても、完全に関

係を絶ってしまえばよいとは限りません。子どもが会いたくなったときに会

えるようなパイプをつくっておくことも大切です。このことは、子の福祉の

観点からのみではなく、子どもを育てる同居親にとっても、子育て上のメリッ

トをもたらします。
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